JSA麻酔台帳出力ファイル準拠形式公開登録
日本麻酔科学会　御中
日本麻酔科学会安全委員会偶発症例調査専門ワーキンググループ（以下，偶発症例ＷＧ）に報告するためのファイルを作成するには，メーカー名，ソフトウエア名，バージョンの登録申請が必要です．この登録は，JSA麻酔台帳以外のソフトウエアで，日本麻酔科学会の実施する麻酔関連偶発症例報告を行うときに提出して頂くものです．一度，提出いただいてもソフトウエア名称を変更したとき，バージョンナンバーを変更したときにも，再度，提出して頂きます．複数の製品をお持ちの場合は、それぞれについて１枚提出をお願いします。
この提出書類に基づいて，偶発症例WGではデータ解析時のデータチェックを行います．

以下の各項目の希望名称をご記入頂き，日本麻酔科学会事務局にお送りいただくか，以下のメールアドレスに以下の内容をすべて記入したe-メールをお送りください．
事務局で確認後，メールあるいは郵送で麻酔科学会提出用ファイルに記入する名称を返信します．ファイル内にその文字列を埋め込んでください．
	メーカー名（希望）
	ソフトウエア名（希望）
	バージョン

	例：jsasys
	例：starchart
	例：1.00


· メーカー名、ソフトウエア名、バージョンに使える文字は半角英数のみです
半角カナ、全角文字は使用できません。（_）アンダーバーも使用できません。
	会社名（正式名称）
	

	本社所在地
	

	担当者名
	

	担当者所属部署
	

	担当者連絡TEL
	

	担当者e-mail
	


e-mail送付先：wata@anesth.or.jp
■日本麻酔科学会麻酔関連偶発症の提出形式ファイルの概要
ファイル形式

テキストファイル

ファイル名
年号JSA.txt
（手術日が2006年のものであれば　2007JSA.txt）

項目間区切り

_（半角アンダーバー）

行間区切り

CRLF

ファイル内容
一行目：集計項目タイトル

二行目：１行目のタイトルに相当するデータ
三行目：各症例タイトル
四行目以降：３行目のタイトルに相当するデータ（１症例１行／偶発症例はソートして上部にまとめて記録）
本申請書の内容は二行目の最後の３項目のデータとしてファイルに記録します．
· 仕様の詳細や出力サンプルファイルについては，「日本麻酔科学会偶発症例調査偶発症例提出データファイル仕様書」をご覧ください。
また、以下のサイトに出力ファイル内容をご確認頂けるものを用意しました。作成した提出用ファイルを読み込んで、ご活用ください。

http://msanuki.com/check.php
■ファイル内容解説

１行目、３行目はタイトル行です

２行目は１行目のタイトルに相当するデータからなります。最後の３項目は出力したデータベースのプロパティーです。例として、メーカー（制作者）がmsanuki，製品名がJSAdb，バージョンが3.5から出力されたものであれば，"msanuki_JSAdb_3.5"となります。この部分は、登録制とします．使用するときにメーカー（制作者）から麻酔科学会に報告をいただきます。こうすれば、どのメーカーが作っているのかも把握できますし、データがおかしければ警告もできます。

